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最近の日本企業のアジア展開に関してよく



















































大しているため、ベトナムから周辺市場をも狙っ おり、 ヤマハ発動機（以下ヤマハ） 、本田等のアジアで自動車、二輪車を生産するヤマハ、本田等に供給している。ベトナムも人件費が上がっ が 日本に比べれば三分の一以下と安 という が進出要因の一つとなっている。
（ベトナム人労働力に対する高い評価）
ベトナムではハノイ近郊の工業団地に出て
おり、日本人スタッフ二名を派遣 。日本語のできるベトナム人スタッフを現地のＮＰＯ法人の支援を得て日本企業での職務経験を有するスタッフを含む五人 ベトナム人スタッフを採用している。五人のスタッフのうち二人が日本語ができ、 が英語ができるとのことであり、評価としては優秀とのことであった。しかし、一般従業員の転職率は高く、給与面の対応だけでなく昼食の充実といったきめ細かいところでの改善にも配慮していると ことである。
主要顧客が部品の品質に厳しい日本企業










平成27年 4月25日第 158 号
7



















品の現地調達 きないことから、日本の本社から部品をほぼ全量送り込み一部加工して日本自動車メーカーに供給 。これインドのチェンナイ、米国 ウエストバージニアの工場も同様であり、一部の部品は現地の日系部品メーカーから しているが、ほとんどの部品は日本から供給しており、の物流コストも問題のようである。
米国での現地部品調達の問題に関しても、金





























     　 Thermostat　of　America　Corporation 
 　3 ）ベトナムのハノイ：Nippon　Thermostat　Vietnam
